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信頼性保証証明

株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所

試験委託者： 環境庁

表題： 1一メチルナフタレンのオオミジンコ（〃∂吻i翩翩に対する急性遊泳

阻害試験

試験番号： 9B461G

本試験は試験計画書および標準操作手川頁書に従って実施され，本報告書には試験1こ使用した

方法・手順が正確に記載されており・試験結果は生データを正確に反映していることを下記の

通り確認した。

己言口

試験実施状況査察

試験報告書監査

実施日

1999年11月24日

1999年11月26日

2000年　3月31日

運営管理者および
試験責任者への報告日

1999年11月24日

1999年11月26日

2000年　3月31日

2000年　3月31日

　　　信頼性保証担当者
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　　　　　　　　　　　　　　　試験実施概要

L表題：　トメチルナフタレンのオオミジンコ（伽加∂〃θ細に対する急性遊泳阻害

　　　　　　　　試験

2試験目的：被験物質のオオミジンコ（〃∂ρ加翩翩に対する急性遊泳阻害言式験を行い，

　　　　　　　　24および48時間後の半数遊泳阻害濃度（Eic50）および最大無作用濃度

　　　　　　　　（NOECi）を求める。

3・適用力“イドライン：本試験は・・ECD化学品テストガイドラインNα2・2rミジンコ類急性遊

　　　　　　　　泳阻害試験および繁殖試験」（1984年）に準拠した。

4．適用G　L　P：本試験は環境庁G　L　P規則に準拠した。

5．試験委託者

　名称：　　　　　環境庁

　住所：　　　　　〒100－8975東京都千代田区霞が関一丁目2－2

委託担当者：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補

6．試験受託者：

　名称：　　　　　株式会社三菱化学安全科学研究所

　所在地二　　　　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

7．試験施設：

　名称：　　　　　株式会社三菱化学安全科学研究所　横浜研究所

所在地：　　〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町、。。0蕃地
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

分析担当者

試験期間

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

3月31日）

3月31日）

3月3！日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

9．　　　　　：　試験開始日　　　　　　　1999年11月16日

　　　　　　　試験終了日　　　　　　　2000年　3月31日

　　　　　　　暴露期間　　　　　　　1999年11月24日～1999年11月26日

10．保管：

　　試験に関する下記の記録および試資料1よ試験報告書作成後10年間，当研究所試資料

　保管施設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　　　D試験計画書，同変更の記録

　　　2）試験報告書

　　　3）生データ

　　　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　　　5）被験物質

　　　6）その他必要なもの
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要 ヒ
日

試験委託者

環境庁

表　　題

　　　1一メチルナフタレンのオオミジンコ（％ρ加招麗幽∂）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号

　　　9B461G

試験方法

　　本試験は・OECD化学品テストガイドラインN・．202rミジンコ類，急性遊泳阻害試験およ

　　び繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

　　D被験物質：　1一メチルナフタレン

　　2）暴露方式：　止水式，水面をテフロンシートで被覆

　　3）供試生物：　オオミジンコ（加ρ加招妬8刀∂）

　　4）暴露期間：　48時間

　　5）試験濃度（設定値）

　　　　　　　　　対照区，助剤対照区，0．500，0．900，L60，2．80，5．00mg／L

　　　　　　　　　公比：L8

　　　　　　　　　助剤濃度一定：40・Omg／L（HC　O－40および2一メトキシェタノール使用）

6）試験液量：

7）連数：

8）供試生物数：

9）試験温度：

10）照明：

11）分析法：

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

16時間明／8時間暗

H　P　L　C法
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結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度

　　　　被験物質の測定濃度がすべて設定値の±20％以内であったため，各影響濃度の算出に

　　　は設定値を採用した。

2）24時間暴露後の結果

　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）・

　　最大無作用濃度（NOECi）

　　100％阻害最低濃度：

3）48時間暴露後の結果

　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　最大無作用濃度（NOECi）

　　100％阻害最低濃度：

3、27mg／L　（95％信頼限界

1．60　　mg／L

5．00mg／L

2，24　mg／L　（95％信頼限界

0．900mg／L

5．00　　mg／L

2．80～5．00mg／L）

L95～2．57　mg／L）
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1　被験物質

　L　l名称，構造式および物理化学的性状

　　名称：　1一メチルナフタレン（略称

　　CAS　　N〔1二　　　90－12－0

　　構造式：

　　　　　　　　　　　働

M　e　N　a）

○○

分子式：

分子量租＝

沸点雫1：

融点q：

水溶解度㌧

比重毒1：

C11Hlo

142．19

240～243℃

一22℃

26～28mg／L（25℃）

L　O25

オクタノール／水分配係数（10g　P）毒㌧3♪84

安定性毒2：　通常取扱条件で安定

その他‡2：　光により変質（着色）

＊1二

酸化剤との接触に注意

＊2二供給者提供資料

L2　供試試料

純度‡1二　　97．0％（G　C法）

ロット番号‡1二　FGFO2

供給者：

供給量素1：　50mL

入手日：　　1999年9月7日

外観†㌧　　　ほとんど無色透明液体

＊1：供給者提供資料
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L3　被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の特性が認められることを確

認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと

比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中は安定であっ

たと判断された。

2

6）感受性の確認：基準物質（重クロム酸カリウム，試薬特級）による48時間の半数遊泳

　　　　　　　　阻害濃度（EiC50）＝0．57mg／L（この値は当研究所における1998年6

　　　　　　　　月以降のEiC50値0，59～L　O2mg／L（nニ3）にほぼ一致する。）

7）親の馴化：　　馴化期間；1999年11月10日～1999年11月24日

　　　　　　　　暴露開始前2週間の親の死亡率は0％で休眠卵および雄の発生は認めら

　　　　　　　　れなかった。　（馴化条件は以下に示す。）

8）供試令：　　　生後24時間令以内の幼体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，4週間，換水頻度，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・少なくとも週3回）

供試生物

1）和名：

2）学名：

3）入手先：

4）入手日：

5）入手後の管理：

オオミジンコ

〃θP万万ノ∂〃∂8刀8

環境庁国立環境研究所

1995年7月18日

継代培養（最大飼育期間’

馴化条件

1）飼育水：

2）飼育密度：

3）水温：

4）照明二

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

1頭／80mL飼育水（25頭／2L）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

。んOfθノノ8v〃ノ8副s

ミジンコ1頭当たり0．2mgC（有機炭素含量）／日
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3　試験方法

　3．1試験条件

　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）試験温度：

　7）照明：

　8）給餌：

止水式，水面をテフロンシートで被覆

48時間

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

無給餌

3．2　希釈水

　OECD化学品テストガイドラインNα211rオオミジンコ繁殖試験」に記載してある調製水，

Elendt　M4を用いた・成分表を付属資料一1に示した。

3，3試験容器および恒温槽等

1）試験容器：

2）恒温槽：

3）水温計：

4）溶存酸素計：

5）p　H計：

100mL容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ビ製水槽（恒温装置，ダイテック製　クールニットCL－80F）

横河電機製245502型

電気化学計器製DOL－10型

東亜電波工業製HM－40V型
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3．4　試験濃度の設定

　以下の表に示す予備試験（各2連，10頭／濃度区）結果に基づき、本試験濃度を次のよう

1こ決定した。

　本試験濃度：対照区，助剤対照区，

　　　　　　　0．500、0．900，L60，2、80，および5．00mg／L（公比：L8）

予備試験結果

濃度（mg／L） 遊泳阻害率

24時間後 48時間後

対照区 0／10 0／10

助剤対照区 0／10 0／10

1．00 0／10 0／10

3．00 10／10 10／10

10．0 10／10 10／10

3．5試験液の調製

　被験物質を50mg秤取し・2一メトキシエタノール20・mgに溶解後，HC・一4・2・・mgを加え混

合した・これを純水で希釈し50mL碇容とし，被験物質濃度1000mg／しの原液を調製し

た・同時1こ被験物質を含まない助剤原液8000mg／L（2一メトキシエタノール4000mg／L，HC。一4。

4000mg／L）を調製した。

500mしのメスフラスコに希釈水を入れ・上記被験物質原液を各濃度に応じて添力目した後，

助剤濃度が｝定（40・Omg／L）1こなるように助剤原液を加え，各試験液を調製した．

助剤対照区には被験物質のみを含まなし玉もの（助剤濃度：40．Omg／L）を調製した．

　対照区には，希釈水のみを用いた。

調製時の試験液の状態（外観）は対照区勘剤対照区および全濃度欧おいて無色透明で

あった。
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3．6　試験液の分析

　全濃度区（但し，各1試験容器）について，暴露開始時と暴露終了時の各試験液0．75mL

を測定用バイアルに採取し，アセトニトリルを等量添加後H　P　L　Cにより分析した．アセト

ニトリルで調製した標準溶液（0．500および2．00mg／L）は，等量の水で希釈したものをHP

L　C測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面積との比から定量し

た。

　詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

　試験液の水温，溶存酸素濃度，pHを測定後，ガラスピペットを用いて供試ミジンコを投

入し・その時点を暴露開始時とした・その際，ピペット内の飼育水が，全量で試験液量に対

して1％以内となるようにした・その後，暴露終了時（暴露開始48時間後）まで飼育した．

　暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を穏やか

に動かした後・15秒間泳げない場合は遊泳阻害されたとみなした（但し，遊泳とは水中を

泳げることを意味し・水底を這って動くものは阻割こ含めた．水面で動くものについては，

水滴を落とす等の操作でミジンコを強制的に水中に沈めると遊泳するが，再び浮上した場合

には遊泳阻害に含めた。また，正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳し

た場合は，阻害に含めなかった）．

水温・溶存酸素濃度およびpHは・暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）

に，全濃度区（但し，各1試験容器）の試験液について測定した。

4　結果の算出

　　各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を求め，

　Binomial法・M・vingaverage法およびPr・bit法により，半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出

　　し，いずれか適切な結果を採用した。同時に，その95％信頼限界も算出した．

　　また，ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（NOECi）とし，全て

　のミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。
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5　結果および考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　該当する事象はなかった。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）に試験液中の被験物質濃度を測定し

た。その結果をTable　lに示した。

　輩定濃度に対して±20％を超える分析結果は認められなかったため，以下の値（半数遊泳

阻害濃度，最大無作用濃度および100％阻害最低濃度）は設定濃度を基に示した。

5．3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　各時間における遊泳阻害率および半数遊泳阻害濃度（EiC50）をそれぞれTable2および

Table3に，濃度一遊泳阻害率曲線をFigure　lに示した。

　48時間暴露の対照区および助剤対照区の遊泳阻害率は共に0％，水面に浮いたミジンコは

共に0％であり，試験成立条件を満たした．

　以上の結果から，以下の結論を得た。

　　　　24時間EiC50：3．27mg／L（95％信頼区間：2．80～5．00mg／L）

　　　　48時間EiC50：2、24mg／L（95％信頼区間：L95～2．57mg／L）

5・4最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度

　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度をTable4および以下に示した．

　　　　24時間NOECi：　L60mg／L

　　　　24時間100％阻害最低濃度：5．00mg／L

　　　　48時間NOECi：　0．900mg／L

　　　　48時間100％阻害最低濃度：5．00mg／L

一14一



5，5　試験液の水温，溶存酸素濃度およびp　H

　試験液の水温をTable5，溶存酸素濃度をTable6，p　HをTable7に示した。

　水温はすべての濃度区で20±1℃で・溶存酸素濃度はすべての試験液槽で飽和溶存酸素濃

度（20・0℃の飽和溶存酸素濃度：8・8mg／L）の60％以上であり，し・ずれも試験基準を満たし

た。p　Hはミジンコの飼育環境として適正範囲（6．0～8．5）内であった。

以　上
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Table1 MeasuredConcentrationsoftheTestSubstancemTest Water
（Stat　ic Conditions）

　　　Nominal

Concentration
　　　　（mg／L）

Measuredconcentration（mg／L）

O　Hour

　new

Percent　of
Nomina1

48Hours
　　old

Percentof
Nomina1

　Geome　t　r　i　c　Mean

During48　Hours
　　　　　（mg／L）

Contro1

SolventContro1

0．500

0．900

L60

2．80

5．00

〈0．0005

〈0．0005

0．474

0．935

1，65

2．89

5．03

95

104

103

103

101

〈0．0005

＜0．0005

0．434

0．848

L38

2．41

4．44

87

94

86

86

89

0．454

0．890

L51

2．64

4．73

new：

old二

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table2 The　Numbers　of　I㎜obile〃∂ρ加1∂（Percent　Immobi　lity）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Cumulative　Numbers　of　I㎜obil　ized〃3ρ加1∂

　　　　　　　　　　（Percent　I㎜obil　ity）

24Hours 48Hours

　　　Control

SolventControI

　　　　　O．500

　　　　　0．900

　　　　　1．60

　　　　　2．80

　　　　　5．00

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

5（25）

20（100）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

2（10）

16（80）

20（100）

一17一



Table3 Calculated　EiC50　Values

Exposure

Period

（Hours）

Eic50
（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　　（mg／L）

Stat　ist　ical　Method

24 3．27 2．80～5．00 Binomia1

48 2．24 1．95～2．57 Probit

Table4 No　Observed　Effect

100％　1皿mobility

Concentration （NOECi） andLowestConcentrationin

Exposure

Period

（Hours）

NoObservedEffect

　　Concentration
　　　　　　（NOECi）

　　　　　　　（mg／L）

LowestConcentrationin

　　　　lOO％1㎜obility

　　　　　　　　　・（mg／L）

24 L60 5．00

48
0．900 5．00

一18一



Table5 Temperature

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Temperature，℃
O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 19．9 20．1

SolventContro1 20．0 20．0

0．500 20．0 20．0

0．900 20．0 20．0

L60 20．0 20．0

2．80 20．0 20．0

5．00 20．0 20、0

W
d
e
l
N
O

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table6 DissolvedOxygenConcentrations

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

DissolvedOxygenConcentration，mg／L
O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 8．8 8．4

SolventContro1 8．8 7．8

0．500 8．9 8．1

0．900 8、7 8．0

L60 8．7 8．0

2．80 8．8 7．8

5．00 8．8 7．9

W
d

O
し
l

N
O

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure

一20一



Table7 pH　Values

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

pH

O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 8．0 7．7

SolventContro1 8．0 7．7

0．500 8．0 7．7

0．900 8．0 7．7

L60 8．1 7．7

2．80 8．0 7．7

5．00 8．0 7．7

W
d

ロ
し
l
N
O

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Figure1 Concentration－Response（1㎜obil　ity）Curve
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＞・ 『

一
＝：50
一月

ρ
§40
H 30
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10
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0
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Tab　l　e　A－1 ElendtM4MediumRec・mmendedbyOECDGuidelineN。．211

UsedasDilutionWater

Macro　nu　t　r　ients Concentration Uni　t

CaC12・2H20

MgSOゲ7H20
KCl

NaHCO3

Na2Sio3・9H20

NaNO3

KH2PO4

K2HPO4

293．8

123．3

　5．80

64．8

10．0

　0．274

　0．143

0．184

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

Trace　e　l　ements Concentration Uni　t

H3BO3

MnC12・4H20
Licl

RbCl

SrC12・6H20
NaBr

Na2MoO4・2H20

CuC12・2H20

ZnCI2

CoC12・6H20
KI

Na2SeO3

NH4VO3

Na2EDTA・2H20

FeSOぺ7H20

2．8595

0．3605

0．3060

0．0710

0．152

0．O160

0．0630

0．0168

0．0130

0．OlOO

3．25

2．19

0．575

2．50

0．9955

mg／L

mg／L

皿9／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

μ9／L

μ9／L

μ9／L

mg／L

mg／L

Vitamines Concentration
Thiaminehydrochloride

Cyanocobalamine（B12）

Biot　ine

Uni　t

75．O

L　OO

O．750

μ9／L

μ9／L

μ9／L
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付属資料一2

試験液の分析方法
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試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　　各試験液α75mLを測定用バイアルに採取し，アセトニトリルα75mLを加え混合し，H

PLCにより分析した・アセトニトリルで調製した標準溶液（α500および且0。mg／L）は，

等量の水で希釈したものをHPLC測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液

　のピーク面積との比から定量した。

2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

高速液体クロマトグラフ：

ワークステーション：

　　ノマソコン：

　　プリンター：
デガッサー：

送液ポンプ：

オートサンプラ：

カラムオーブン：
フォトダ付一ドアレー検出器：

（条件）

　カラム：

　溶離液：

　流速：

　検出器条件

　　　測定波長：
　　　リファレンス波長：

　　　スリット：
試料注入量：

　カラム温度：

Hewlett　Packard製HP－1100型
HPケミステーション（WindowsNT）

HPKayakXA，ディスフ。レイ；D2837

CanonLASERSHOTLBP－450

G1322A型
G1311A型
G1313A型
G1316A型
G1315A型

InertsilODS－3V，5μ肌4．6x150㎜
Acetonitrile90％，WaterlO％
1．O　mL／m　i　n

222nm（Bw：16）

360nm（Bw：100）
16nm

20μL
40℃

（No．2）

（GLScienceslnc．）

一26一



3　検量線

　　被験物質の1000mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，順次，アセトニトリルで希釈し0，

　0．OlOO』、0200，0．0500，0．100，0．200，0．500，1．00，2．00，5．00，10．0，20．O　mg／しの標

　準溶液を調製した。この標準溶液を等量の水で希釈したものを，H　P　L　C測定試料とした。

　横軸に濃度を（mg／L），縦軸にピーク面積（count表示）をとり，検量線を作成した。検量

　線の最ノ』・二乗法による直線回帰式の相関係数は，0．9996であった。

4　検出限界

　　最小検出ピrク面積を0」c・untに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度

　0．0005mg／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　　HP　L　C直接注入法のため添加回収試験は実施しなかった。
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F　i　gure　A－2－1 CalibrationCurve
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F　i　gure　A－2－2 Representativechromatograms

（1）Standard2．00mg／L，Ohr

テ一一タフγイル名　　：C：￥HPCHEM￥1￥DATA￥9B46IG￥OHR－0007．D一

注入日　　l　Wod，24．Nov．1999
書式験番号　　 ：　9B461C
被験物質　　：MoNa

鰯飯剛轍幽
解析メソットー　：　C：￥HPCHEM￥1￥MBTHODS￥9B417G．M

シーケンスラィン

ハ’ Cアル　No．

注入」殴

　
　
U

　
　
O

7
ワ
喜
2

　
4

DADIへSir22之16R・f；350，1009日461GUOHR→OOIO

mAU

”5

150

125

100

15

50

鮪

。

面積　ハ■一セント　レホーート

ゼーク

　”
　Rτ
［血in］

タイプ　　　　幅
　　　　　〔幅iれ］

　面積・
〔countユ

　高さ　　　　面積＝
［count］　　　［鑑〕

1
3．236VB 0．0了9 414．180 82．5マ1 100

トータル：
414．180 82．5マ1

幸幸寺　End　of　Rcpor軋　幸章幸

（2）Control，Ohr

テ■一夕ファイル名“
：C：粗PCHEM￥1￥DATA￥9B461G￥OHR－0001、D

鰯舞二塵鱒脚』
解析メソ7ド：C：￥HPCHEM￥1粗ETHODS￥9B417αM

融塁ゼW・轍N・鳩1999－皿尋盤
　　　　　　　9B461G
被験物質　　恥隔

シーケンスライン　　　　1
ハ’ Cアル　No．　　　51

注入量　　　　20uI

D棚へSi‘＝222」6・団昏O，1009461G｝　→OO1，

mAu

口5

150

125

旧。

75

50

25

o

1
コ

面積　ハ・一セント　レホーート

ピーク

　書
　RT
［min］

タイプ 　幅
〔min］

　面積
［coum］

　高さ　　　　面積冨
［oount］　　〔罵］

　　　　　トタル：

ピークが見つかりません．

幸幸幸　End　of　Repor上　幸幸幸
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FigureA－2－2 Cont　inued

（3）SolventContro1，0hr

テ．一タフ7イル名 二C＝￥HPCHEM￥＝￥DATA￥9B461G￥OHR－OOO2．D

注入日　　＝Wed，24．Nov．1999
皓試験番号　　 ：　9B46＝G

彼験物質　：海南

鰯舞タ疇聯弾』
解析メソッド　：C：￥HPCHE縦1￥METHODS￥9B417G．M

シーケンスライン
ハ“ Cアル　No．

注入量

2

52
20ul

OAD1A，S吐二222．16R■fニ36〔UOQ　gB461G鳳HR一α】02，D

mAU

”5

、50

125

100

75

5自

25

o

面積　ハ■一tント　レホ●一ト

ヒ㌧ク　　　　Rτ
　舞　　　［翻n］

タイプ　　　　幅
　　　　　〔■in］

　面積
［count］

　高さ
［counq

面積駕
〔瓢］

　　　　　トータル：

ピークが見つかりません．

章章幸　Bロd　or　Rcporし　幸幸幸

（4）0．500mg／Lnominal；Ohr

デ‘タフ｝仙名IC：￥HPCHBM￥1￥DATA￥9B461G￥OHR－0004．D

注入日
試験番号
被験物質
サンプル名

We一、Z4．NOV．1999
9B461G
MoN愚

購鍬・タ噛楠単一
解析メソ7ドニCl￥HPCHEM￥1￥MEτHODS￥9B41了G．｝

シーケンスライン　　　　　4
八一 Cアル　No．　　　53

注入量　　　　 20U1

DAD1へ　　lr22匙16　量f＝360，1DO99稲1G期R刊〕0図．D

mAU

175

悟o

125

100

15

50

25

o 〆

5

面積パ壷ントレポート

ピーク　　　　RT
　罪　　　［min］

釧プ　　　　幅
　　　　　［min］

　面積
［count〕

　高さ
［count］

面積瓢
［瓢］

1
3．236VB 0．OT9 95．026 19．05Z ！00

トータル：

96．026 19．052

幸ネ幸　End　of　Report　卓幸幸
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FigureA－2－2 Continued

（5）1．60mg／Lnominal，Ohr

テ一一タフ7イル名　　＝C：￥HPCHEM￥＝￥DATA￥9B461G￥OHR－0006．D

注入日　　：Wed，24．Nov．1999
書式験塗骨　　二　9B461G

被験物質　：恥隔

鰯舞夕蝉単管
月琴析メソット．　：　C：￥HPCHEM￥1￥METHODS￥9B41守C．M

シーケンスライン　　　　　6

パイアルNo．　55
注入量　　　　ZO　u1

DAO1《．Si‘＝222．16R●f＝36〔UDO　gB461C￥OHR閣｛］GO5．D

mAU

口5

150

125

100

蕎

50

25

0

T

面積　ハ■一セント　レホーート

ヒ㌧ク

　書
　RT
［mlロ］

タイプ　　　　幅　　　　　面積
　　　　　［一口］　　　［counq

　高さ　　　　面積＝
［coun1］　　　〔＝］

1 3．235　VB 0．079　　　　341．945 6了．518 tOO

トータル：
341、945 67．518

幸毒幸　E口d　of　Ropor1　幸事寺

（6）5。00mg／Lnominal，Ohr

データファイル名二C：￥HPCH巳M￥1￥D＾TA￥9B461G￥OHR－0009．D

注入日
試験番号
被験物質
サンプル名

Wod，24．
9B46IG
MeNこ

NOV．1999

雰磯1と・タ輔醐醐h「

解析メソツト’＝C：￥HPCHEM￥lWETHODS￥9B417“

シーケンスライン

ハ’ CアルNo．

注入量

9

5了

20u1

D 賦Slr22幡。f＝コ60．1009巳461G｝α伯・ooogD

mAU

”5

150

耀5

1DO

彊

50

25

o

刷

面積ハ’一tントレホ㌧ト

ピーク

　＃
　RT
［皿in］

舛プ　　　帽　　　　面積
　　　　　［min］　　［counO

　高さ
［coun上］

面積瓢
［需］

1
3．238VB 0．079　　　＝041．852 204．696 100

トタル：
1041．852 204．696

雫車掌　End　of　Report　幸幸幸
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FigureA－2－2 Continued

（7）Standard2．00mg／L，48hr

テ1一タフアイル名：C二￥HPCHEM￥1￥DATA￥9B461G￥48HR－OO7，D

鰯躯嚇鱒1歯
解析メソ7ド　：．C＝￥HPCHEM￥1￥METHODS￥9Bq了G．M

注入日　　　Fri、26．Nov．1999
試験掴｝号　　　　 9B461G
被験物質　　晦隔

シ↓ケンスライン：　了
八一 Cァル　No．：　　42

注入趾　　二　20ul

DAD1へSi一二22乳16R●fニユ6ロ，100　9日461G｝4日HR－00、O

mAU

115

1釦

125

1GO

15

50

25

o

面積パーセントレポ丁ト““亀重t辱罵罐・亀

ゼーク

　善
　RT
［min］

タイプ 　幅　　　　　面積
［皿in］　　　［oount］

　高さ
［cou叫〕 面積＝

［瑚

皇
3．231VB O．079’ @410．了76 81、4Z7 100

トータル：

410．7了6 Bl．42了

毒ヰ幸　End　of　Repor［　毒幸宰

（8）Contro1，48hr

丁 ’タフアイル名：C：￥HPCHEM￥1￥DATA￥9B461G￥48HR－001．D

注入日　　＝Fri26、Nov．19叩
試験番毎：9B4吾1G
被験物質　＝海南

鰯舞」タ蛸脚』
解析メソッド＝C：￥HPCHEM￥IWETHODS￥9B41孤M

シー．ケンλライン

パイアルNo．

注入量

　
　
U

　
　
O

【
1
2

　
5

AD1へSi己二～2之16R酢コ60．OO9白蝋G｝48HR欄1、D

mAU

1マ5

150

125

1DO

75

50

25

0

＝罵““翼－“ k’、∫．t；τ罵じボ奪一一一ヒー＝

ピーク

　君
　RT
［min］

タイプ 　幅　　　　　面積
〔mln］　　［count］ 　高さ

〔coun［〕
面積男
国

　　　　トータル：

ピークが見つかりません．

幸幸幸　End　of　RepOfl　章章専
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・F　i　gu　re　A－2－2 Continued

（9）SolventControl，48hr

テ’一夕ファイル名　　：C：￥HPCHEM￥1￥DATA￥9B461G￥48HR－00Z．D

鰯飯鮮「角犀布斤メソフド

注入日　　　Fri，26．南v．凶99
試験番号　　　　9B461G
披験物質　　Me隔

C：￥HPCHEM￥1￥METHODS￥9B41了G．M

シーケンスライン

ハ■ Cアル　No．

注入」匪

2

52
20　u1

OAD1八Si‘二222．協R・fニコ50，1009B461G糊HR－0ロ2，D

mAu

175

150

125

100

万

50

25

o

o 1

面積　ハ■一tント　レホ■一ト

ヒーーク

　書
　RT
［min］

タイプ 　幅
［min］

　面積
［coロnt］

　高さ　　　　面積＝
［count］　　　［駕］

　　　　トータル：

ピークが見つかりません．

－竃 注蛛gEnr。f雲霞：；D買幸；；“隅皿一・一辱

（10）0．500mg／Lnominal；48hr

デ’タフ7“名：C：￥HPCHEM￥1￥D＾TA￥9B451G￥48HR－004．D

注入日
鼠験番号
被験物質
サンプル名

Frl，26．

9B45田
McN轟

Nov．1999

雰蹴頻輪軸48h「
解析メソ州二C：￥HPCHEMγ1￥MEτHODS￥9B41了“

シーケンスライン　　　　4
’、｝ Cアル　No．　　　53

注入量　　　　20ul

O舶1A・S；r222」6R・f＝36叫009B司610糊HR側，

mAu

1フ5

150

125

100

75

50

25

o

面積　ハ噸一tント　レホ■一ト

ヒ㌦ク

　‘
　RT
〔皿in〕

タイプ 　幅
［頗n〕

　面積1
［CDUhq

　高さ
［coum］

面積＝
［竃］

1
3．224VV 0．079 87．549 1了．359 100

トータル＝

87・Sタ9 17．359

専業雫　巳nd　of　Rεpor　t　穿幸幸

一33一



F　igure　A－2－2 Continued

（11）1．60mg／Lnominal；48hr

テーータファイル名 ：C：￥HPCHEM￥1￥DへTA￥9B46“；￥4日目R－006．D

注入日　　：貨i，26．南v、1999
試験番号　　 ：　9B46』G
被験物質　　：　MεN題

無鶏肉熱願甘8h「
解析メソッド　　：　C：￥HPCH巳M芋1「F｝ETHODS￥9B41了G．酬

シーケンスライン

ハ■ Cアル　No，

注入量

6

55
20uI

口AD1へSセF222．16R■偉ユ60，100　9B461G）4且HR刊翼〕6．D

mAU

1丁5

訥50

125

100

マ5

甜

z5

o

面積ハ㌦tントレホ●一ト

ヒ～ク

　＃
　RT
［min］’

タイプ　　　　幅　　　　　面積
　　　　　［国典］　　　［count〕

　高さ　　　　面積駕
［coun軋］　　　［＝〕

1
3、230VB 0．079　　　284．215 55．938 100

トータル：
284．215 55．938

穿率幸　Eロd　of　Ropor1 事雫唯

（12）5．00mg／Lnomin註1，48hr

テ一一タファイル名
：C：￥HPCHεM￥1￥DATA￥9B461G￥48HR－009．D

注入日
試験番号
被股物質
サンプル名

Fr‘，26．Nov．1999
9B451G
MoN■

蕪纏少輔醐8h「
餌析メソット’：一C：￥目PCHBM￥！￥M巳τHODSVgB4U“

シーケンスライン
ハー Cアル　No．

注入量

　
　
”

　
　
0

9
マ
ツ
“

　
5

D　1へS準221　・図60、1009日461糊H－00哺
輌直u

”5

150

125

100

乃

50

z5

o

～

1

面積　ハ・　一tント　レホ・一ト　ー

ヒ㌦ク

　●
　RT
［面n］

タイプ 　幅　　　　　面積
［mi口］　　［count」

　高さ
［count］

面積罵
［罵］

1
3、233VB O．079　　　 91i、159 口9，1ZO toO

トータルニ

911．159 口9．120

4幸ヰ　End　of　Ropor　t　準単車
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